


処理して高率に突然変異を発生させ,その中から行動異

常を示す系を選別します。行動には本質的に統計性があ

りますので,多数の同系集団でテス トするかまたは同一

個体に繰返しテストする必要があります。いかにして能

率よく行動変異種を分離するかは重要な問題で知恵をし

ばります。今までのところ,歩行 。飛翔などの運動の統

合機能に異常を示すもの,走光性などの視覚行動に異常

のあるもの,神経系または筋肉系に変性をおこすもの,

肢のふるえなどの神経症状を示すものなど多数の系が確

立しています。軽い機械的ショックや光刺激でテンカン

様のマとをおこすものや,低温では正常なのに高温でマ

ヒする変異種などもあります。特に約 400種のX連関走

光陛異常種の約 1割は複眼の電気現象 (ERG)に 欠陥が

あり,それらはX染色体上の6つ のシス トロンに分けら

れることも明らかになりました。この手法をつづけてい

けば中枢神経系の各種機能に特異的な遺伝子の数を明ら

かにしていくことも夢ではありません。

一方,局所的な症状の明らかになったものについて

は,その局所の異常を分子レベルで解明したいという欲

望も湧いてきます。しかしよく考えてみますと,組織学

や電気生理学的方法で局所異常を見出したとしても,異

常行動 との因果関係を明らかにしたことにはなりませ

ん。すりつぶして生化学をやる前に一次的原因と副次的

変化を区別する必要があります。複雑な相互作用をして

いる均質でない系で因果関係を調べる原理的方法は「移

植実験」です。例えば ERG異常遺伝子をもった複眼を

正常個体に移植してみた場合, ERG異常の原因が複眼

以外の場所にあれば ERGは正常 tこ なるでしよう。但し

この移植は発生のごく初期に行ない, しかも神経を含め

て全ての構造を理想的に結合させねばいけません。そん

なことは外科的手法では不可能です。しかしここで再び

遺伝的技術を用いてこの実験を行なうことができます。

それは「遺伝的モザイク」を利用するものです。そザイ

クとは異なった遺伝子型をもつ組織が一 lEl体 内に共存す

る状態をいい,そのようなモザイクを高率に発生させる

突然変異がいくつも知られているのです。これをうまく

利用すると正常の身体に異常な組織を理想的に「移植」

することが可能です。現在までに複眼・脳 。胸部運動神

経系 。筋肉などに一次的原因をもつ突然変異がこの方法

で解析されています。  |
モザイク法の詳細は硬い話になりますので別の機会に

譲るとして,最後にモザイクを用いた性行動研究の一部

を御紹介しま しよう。通常の場合,シ ョウジョウバエ

のX染色体数は雌では2本 ,雄では 1本です。その数に

応じて性腺,外生殖器など様々な雌雄の違いが生 じま
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す。性差は外形ばかりでなくその行動 にもあらわれま

す。雄は雌に出会うとまず定位し,両翅をこすりあわす

ようにしながら雌を追いかけます。雌に近づくと雌に近

い側の翅をほぼ体輔に直角に外転し,振動させます。こ
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